
第二次霧島市総合計画（前期基本計画）総括シート

政策
体系

政策No. 3 政策名 やさしさ（誰もが支えあいながら生き生きと暮らせるまちづくり）

計画期間（2018年度～2022年度）における施策の方針　　（総合計画書から引用） 関係課

　姶良地区医師会等の関係機関と連携し、一次救急医療及び二次救急医療体制の更なる充実を図ります。
　また、市立医師会医療センターの施設整備や機能の充実に努めるとともに、市民の健康づくりや子育て支援の新たな
拠点となる多機能・複合的な保健センターの整備を目指します。
　さらに、市民の主体的な健康づくりを推進するとともに、疾病の早期発見や特定保健指導等による重症化予防、こころ
の健康づくりに努めます。

保険年金課、健康増進課、
すこやか保健センター

施策の方針に対する達成状況（2018～2022） 後期計画における課題

施策幹事課

施策No. 1 施策名 健康づくりの推進と医療体制の充実 保健福祉政策課

■姶良地区医師会等との連携により、夜間・休日における救急医療体制の
強化が図られた。
■市立医師会医療センター施設整備基本計画に基づき、設計が完了し、
新病院建設工事に着手するなど計画的に整備が進んでいる。
■市民の健康づくりや子育て支援の新たな拠点となる多機能・複合的な保
健センターの整備について検討を行った結果、国分シビックセンター西駐
車場（警察署北側）内に建設することを決定し、基本設計に着手した。
■個別健診データを活用した、個々のライフスタイルに合わせた保健指導
の実施やCKD（慢性腎臓病）予防ネットワークの推進など、生活習慣病等の
重症化予防のための取組が推進できた。
■市自殺対策計画を策定し、全庁的な自殺予防対策を推進することで市民
への理解を深めることができた。職員に対する研修を継続することで、ゲー
トキーパーとしての役割の周知が図られた。
■感染症予防のための積極的な情報発信や周知・啓発を実施できた。特
に、新型コロナウイルス感染症（以下「新型コロナ」）については、市立医師
会医療センターへのＰＣＲ検査機器の導入や迅速なワクチン接種体制の整
備など様々な感染予防・拡大防止対策を実施できた。

■救急医療体制の円滑な運営支援について、関係機関との更なる連携
が必要である。
■新病院での診療科増設に対応できる医療スタッフの年次的な確保が
必要である。
■市民の健康づくりや子育て支援の新たな拠点となる多機能・複合的な
保健センターの整備に向けて具体的な検討が必要である。
■糖尿病性腎症や高血圧などの生活習慣病の発症予防と重症化予防
のために、早期受診につなげる取組を継続する必要がある。
■慢性腎臓病(CKD)による人工透析を防ぐため、医療機関等と連携した
取組を継続する必要がある。
■市自殺予防対策計画に基づき、更なる全庁的な取組の推進に努め
る。
■感染症の予防や感染拡大時の関係機関との連携や市民への情報提
供のあり方を検討する必要がある。

成果指標
（意図の達成度を表す指標）

◎目標達成（100％以上）　　　 △目標を未達成（100％未満）

単位
目標達成の方

向性
区分 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

達成率

結果

A
健康づくりの支援や医療体制が
充実していると感じる市民の割
合

％
更なる増加を
目指します

目標値 52.6 53.1 53.6 54.1 54.6 96.0%

実績値 - - - - 52.6 △

Ｂ
心身共に健康であると感じてい
る市民の割合

％
更なる増加を
目指します

目標値 70.3 71.3 72.3 72.4 73.4 89.0%

実績値 - - - - 65.3 △

14.4 14.3 13.0%

実績値 32.9 34.6 41.2 29.3

目標値 14.9

26.8 △

Ｄ 予防接種率 ％
更なる増加を
目指します

目標値 94.7 94.9 95.1

Ｃ
人工透析の新規導入者数
（人口10万人当たり）

人
更なる減少を
目指します

14.7 14.6

16.6 25.4 19.1 18.4

目標値 15.2

95.3 95.5 95.0%

実績値 93.8 91.8 98.5 93.2 90.7 △

①安全・安心な医
療体制の充実と健
康づくり拠点の整
備

■姶良地区医師会・消防局・保健所等と
連携して、一次救急医療・二次救急医療
の体制の充実に努めた。
■医療ニーズに的確に対応できるよう、市
立医師会医療センターの機能充実を図る
とともに、新たな施設整備に向けた基本計
画を策定した。
■市民の健康づくりや子育て支援の新た
な拠点となる多機能・複合的な保健セン
ターの整備について検討した。
■新型コロナをはじめとする感染症対策
について体制整備を行った。

■姶良地区医師会等との連携により、夜
間・休日における救急医療体制の強化が
図られた。
■市立医師会医療センター施設整備基
本計画に基づく実施設計が完了した。公
募型プロポーザルで決定した施工予定事
業者と工事請負契約を締結し、建設工事
に着手した。
■新保健センター建設を決定し、国分シ
ビックセンター西駐車場（警察署北側）を
建設地とし、基本設計に着手した。
■新型コロナをはじめとする感染症に対
する医療機関への支援強化が図られた。

■救急医療体制の円滑な運営支援につ
いて、関係機関との更なる連携が必要で
ある。
■新病院開院に向けた医療スタッフの充
実・確保が必要である。
■新たな保健センターの整備に向けた具
体的な検討が必要である。
■感染症拡大時の関係機関との連携体
制づくりが必要である。

②市民の健康意
識の向上と健康管
理の充実

■疾病の早期発見を目的とした各種がん
検診、その他健診の受診勧奨や受診しや
すい体制の整備を行った。
■生活習慣病等の重症化予防のために、
特定保健指導の実施やCKD（慢性腎臓
病）予防ネットワークの推進を図った。
■誰もが自殺に追い込まれることのない社
会の実現を図るため、自殺対策計画を策
定した。
■新型コロナをはじめとする感染症につ
いて、予防や拡大防止などの対策を推進
した。

■休日検診の実施や女性検診の予約制
など受診しやすい体制を整備した。
■個別健診のデータを基に、個々のライ
フスタイルに合わせた特定保健指導を実
施できた。
■CKD登録医が46人に増加し、腎臓診療
医(3人)との診療連携によるCKDネットワー
クの利用推進が図られた。
■市自殺対策計画に基づき、全庁的な自
殺対策の取組の推進や職員に対する研
修会が実施できた。
■感染症予防のための積極的な情報発
信や周知・啓発を行った。特に、新型コロ
ナについては、市立医師会医療センター
へのＰＣＲ検査機器の導入や迅速なワク
チン接種体制の整備など様々な感染予
防・拡大防止対策が実施できた。

■生活習慣病の発症予防、重症化予防、
CKD予防のための早期受診対策が必要
である。
■感染症の予防や感染拡大時の関係機
関との連携や市民への情報提供のあり方
を検討する必要がある。

17.6 △

基本事業 5年間の取組内容 5年間の取組成果 後期計画における課題

Ｅ
自殺死亡率（人口10万人あた
り）

-
更なる減少を
目指します

15.0 14.7 14.4 14.1 75.0%

実績値


